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気管支鏡は、質的診断や気道治療など、様々なス
テージにおいて無くてはならないツールである。周術
期においても、術式決定・手術マネジメント・術後管
理等で、気管支鏡検査は重要な役割を担っている。
当科で実際に施行している手技を提示し、周術期に
おける気管支鏡の有用性について紹介したい。
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ICG静注は肺区域切除における切離線決定に有用
である。一方ICG気管支内注入法は、手技の煩雑
さのためか全く広がりをみせていない。そこでコス
ト・時間・スペース・拡張性の点でいかに優れてい
るかを提示したい。
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「知られざるICG気管支注入による蛍光ガイド下手術の有用性」「周術期における気管支鏡の活用法」
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